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令和７年度 第２回千葉県学力向上推進会議 次第 

 

     日時 令 和 ８ 年 １ 月 ２ ７ 日 (火 ) 

 午 前 １ ０ 時 か ら 正 午 ま で 

会場 県庁中庁舎９階企画管理部会議室 

 

１ 開会の言葉 

２ 県教育委員会挨拶 

３ 座長挨拶 

４ 趣旨説明 

・第２回会議の持ち方について 

５ 報告・協議 

（１）今年度の具体的な取組 

 （２）小・中・高等学校の様子 

 （３）視察先での様子 

（４）学力向上施策アンケートの結果 

（５）全国学力・学習状況調査の結果 

（６）質疑応答 

             ～ 休 憩 ～ 

 （７）各事業担当者評価の結果について 

 （８）今後の方向性について 

 （９）グループ協議 

    「学力向上施策の成果と課題について 

～個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の推進に向けて～」 

 （10）全体共有 

６ 諸連絡 

  ・会議録の公表について 

７ 閉会の言葉 
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千 葉 県 学 力 向 上 推 進 会 議 設 置 要 綱 

 

（目 的） 

第１条  学力向上に関わり千葉県教育委員会が実施する教育施策・事業について協議し、

その改善・充実を図るため、千葉県学力向上推進会議（以下、「推進会議」とい

う。）を置く。 

 

（協議事項） 

第２条 推進会議は、学力向上に関わる教育施策・事業の改善・充実のための方策等に

ついて協議する。 

 

（構成員） 

第３条 推進会議は、幅広い意見を聴取するため、学識経験者、学校教育関係者及び保

護者代表等をもって構成し、教育庁教育振興部学習指導課長が指名する。 

２ 構成員の任期は指名された年度の３月３１日までとする。 

 

（座 長） 

第４条 推進会議に座長を置き、構成員の互選により定める。 

２ 座長は、推進会議の議長となる。 

 

（会 議） 

第５条 推進会議は、教育庁教育振興部学習指導課長が招集する。 

２  推進会議は、座長が必要と認める場合は、構成員以外の者の出席を求めることが

できる。 

 

（事務局） 

第６条 推進会議の事務局は、教育庁教育振興部学習指導課内に置く。 

 

（雑 則） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、推進会議の運営に関し必要な事項は別に定める。 

２ 推進会議は、地方自治法第１３８条の４第３項の規定に基づく附属機関ではない。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 

（失効） 

２ この要綱は、令和１０年３月３１日限り、その効力を失う。 
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【計画策定の趣旨】新型コロナウイルス感染症、激甚化する災害、不安定な国際情勢など、大きな社会の変化の中、一人一人の豊かな人生と持続可能な 

地域社会の実現に向けて教育の果たす役割が極めて重要である。今後の千葉県教育に関する基本的な計画として、令和７年度を初年 

度とする「第４期千葉県教育振興基本計画」を策定 

【計 画 の性 格 】１０年後の「千葉県教育の目指す姿」を実現するための計画であり、教育基本法第１７条第２項に規定される「地方公共団体が策定する 

教育振興のための施策に関する基本的な計画」として策定 

【計画の構成と期間】基本構想編：千葉県教育の課題と取り組むべき視点を整理したうえで、基本理念を掲げ、その実現に向け、３つの基本目標と 10年後 

の千葉県教育の目指す姿を記載 

         実施計画編：令和７年度から１１年度までに実施する、幼児期から高等学校までの教育及び生涯学習に係る施策と主な取組 

 

 

 

（１）人口の地域間格差と少子高齢化 （２）急速な社会変化への対応 （３）経済・雇用情勢への対応  

（４）多様なニーズに対応した教育 （５）質の高い教育を行う学校体制の充実 （６）学校・家庭・地域の連携・協働 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本目標・目指す姿】 基本理念を実現するための３つの基本目標と、千葉県教育の１０年後のあるべき姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４期千葉県教育振興基本計画 【概要】 

本県教育をめぐる現状や課題等を踏まえ、教育政策の根本となる基本理念を掲げ、この理念の下、３つの基本目標と本県教育の目指す姿を示す。 

◇基本理念の実現に向け、本計画に位置付けた施策を着実かつ効果的に推進するためには、社会全体で包摂性を重視し、誰もがその人らしく力を発揮で

きる環境の整備や学校・地域風土の醸成を図るとともに、学校においては、校務省力化や教育の質の向上等のためのＤＸの推進、人口減少の中にあって

も、社会や地域に求められる人材の育成などに向け、行政・教育関係者、産業界、県民が一体となり、オール千葉県で取り組むことが必要である。このこ

とから、未来の千葉県教育を築いていくうえで欠かせない３つの施策横断的な視点を以下のように掲げて取り組む。 

第１章 計画策定の基本的な考え方 

 

 

第２章第１節 千葉県教育の課題と取り組むべき視点（基本構想編） 

第２章第２節 千葉県教育の目指す姿（基本構想編） 

 

第３章第１節 施策横断的な視点（実施計画編） 

 

多様性が尊重され、誰もが活躍できる社会 

の形成を通じたウェルビーイングの実現 

 

教育デジタル・トランスフォーメーション 

（ＤＸ）の推進 

 

産業と教育との連携強化による人材育成 

 

 

基本目標 １  
子供たちの自信を育む教育の土台づくり 

・校務ＤＸを通じた働き方改革や業務改善

の見直し、外部人材活用による「チーム学

校」づくりの推進が図られている。 

・教職員が心身ともに健康でやりがいを持ち、

子供が学ぶ意欲を高める魅力的な教育環

境が整っている。 

・優れた資質を有する教員の採用が進み、教

員が高い使命感を持ち、指導力向上に取り

組んでいる。 

・いじめ、不登校、児童虐待、ﾔﾝｸﾞｹｱﾗｰ、子供の

貧困など、誰一人取り残されない教育環境

の整備が進んでいる。 

・教職員が自らの言動が児童生徒の成長に大

きな影響を与える責任を自覚し、職務の遂

行に専念することで児童生徒等から信頼を

得ている。 

・互いの多様性を認め合い、一人一人の可能 

性を最大限伸ばす教育が実現している。 

基本目標 ２ 
未来を切り拓く「人」の育成 

・未来を切り拓くための知識・技能、思考力・ 

判断力・表現力、学びに向かう態度が育って

いる。 

 

・デジタル機器教材が日常的に活用されてい

る。 

 

・自他の生命と尊厳を大切にする豊かな人間

性と道徳性が育成されている。 

 

・学校・地域社会・産業界等が連携協働した 

キャリア教育支援体制が構築され、社会に

求められ活躍できる人材が育成されてい

る。 

 

・探究・ＳＴＥＡＭ教育や魅力ある文理融合

的な学びが推進され、性別に関わらず新た

な技術や価値を創造する人材が育ってい

る。 

基本目標 ３ 
 地域全体で子供を育てる体制と 
全ての人が活躍できる環境づくり 

・ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙと地域学校協働活動が一体的

に機能し、保護者や地域住民が責任をもっ

て学校運営に参画している。 

 

・ＩＣＴ活用の効果的な活用等により、学校・ 

家庭・地域のつながりや関わりが生まれ、

協力し合える土壌がつくられている。 

 

・地域や外部の人材の協力を得て、部活動の

地域展開が図られている。 

 

・障害の有無や年齢等に関わらず、誰もが 

文化芸術を実践・鑑賞できる環境が整備さ

れている。 

 

・県民が各ライフステージに応じた多様な 

スポーツに親しみ、心身ともに健康で活力

ある生活を送っている。 

【基本理念】  人生をしなやかに切り拓き、千葉の未来を創る「人」の育成 

～一人一人が可能性を最大限に伸ばし、自分らしく活躍するために～ 
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基本目標 
１ 

施策１ 優れた教員の確保と教育の質の向上 
（１）熱意あふれる人間性豊かな教員の採用        

・奨学金返還緊急支援  

・採用プロモーションの展開 

（２）信頼される質の高い教員の育成 
・教育相談に関する教員の資質向上研修  

（３）「チーム学校」の実現と働きやすい勤務環境の整備   
・外部人材の活用（ＳＣ・ＳＳＷ・ＳＬ・ＳＳＳ・副校長等ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）  

・教育ＤＸ（県立学校会計ｸﾗｳﾄﾞ・業務改善ＤＸｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ） 

・県教育庁統一ダイヤルによるワンストップ対応 

基本目標 
２ 

施策５ 人生を主体的に切り拓くための学びの確立 

（１）個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実    
・文理の壁を越えた教科横断的・探究的な学習 

・小学校専科非常勤講師 

（２）「読書県ちば」の推進 

（３）外国語教育の充実 

（４）ＩＣＴ利活用の日常化               
  ・企業、大学等と連携したデジタル人材育成 

 
 

基本目標 
３ 

施策１１ 家庭教育への支援と家庭・地域との連携・協働の推進  

（１）家庭教育への支援 
・企業、ＮＰＯ等、様々な主体の参画による支援体制づくり 

（２）地域全体で子供を育てる体制の構築          
・学校と地域を結ぶ地域コーディネーターの育成・配置 

（３）虐待など不適切な養育から子供を守る取組の充実・強化  
・児童虐待に係る教員の対応力の向上 

・ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ、ｽｸｰﾙﾛｲﾔｰとの連携 

・相談窓口の充実 
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施策２ 安全・安心で魅力ある学校づくり 
（１）地域に支持され選ばれる魅力ある学校づくり      

・職業系専門学科・コースの充実  

・水産系高校の活性化 

（２）私立学校の振興と公立学校・私立学校の連携  

（３）安全・安心な学びの場づくりの推進          
・県立学校体育館空調、トイレ改修、エレベーター設置  

・防災教育の推進 

施策３ 共生社会の形成に向けた特別支援教育の推進 

（１）柔軟で連続性のある「多様な学びの場」と 

支援の充実  
・特別支援学校の過密化対策 

（２）早期からの教育相談と支援体制の充実 
・卒業後の豊かな生活に向けた支援 

施策４ 多様なニーズに対応した教育の推進 

（１）不登校児童生徒の状況に応じた支援の推進      
・ＩＣＴを活用したオンライン授業配信（エデュオプちば） 

・フリースクール等との連携・支援 

（２）いじめへの対応  

（３）学び直しなどの再チャレンジの機会の充実      

（４）経済的・家庭的理由など様々な困難への支援 
  ・ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰの配置 ・福祉関係機関との連携 

  ・公立学校の給食費無償化（第３子以降） 

（５）外国人児童生徒等の受入体制の整備 
  ・日本語指導を含む、きめ細かな支援 

（６）相互の多様性を認め合う学校風土の醸成  
   

施策６ 郷土と国を愛する心とグローバル化への対応能力の育成  

（１）郷土と国の歴史や伝統文化等の学びの推進 

（２）国際社会の担い手の育成            
・日本人としての役割を意識し、世界で活躍できる人材の育成 

施策７ 人格形成の基礎を培う幼児教育の充実 

（１）幼児教育の質の向上               
・ちば・うみやま保育の普及促進 

（２）小学校教育との接続の円滑化 
・幼保小のカリキュラム接続の促進 

施策８ 豊かな心の育成 

（１）豊かな情操や道徳心を育む教育の推進 
  ・発達段階に応じた道徳教育、情報モラル教育 

（２）児童生徒の自殺対策の推進 
・スクールカウンセラーの配置及び資質向上研修  

・ＳＯＳの出し方教育 

（３）体験活動等の推進 
・持続可能な開発のための教育 

（４）子供の権利擁護            
・子供の意見表明  ・主権者教育、消費者教育等 

 
 施策９ 生涯をたくましく生きるための健康・体力づくりの推進  

（１）生涯にわたって運動・スポーツに親しむ 

資質・能力の育成 

（２）学校保健の充実 

（３）食育の推進 
  ・地場産物を取り入れた学校給食を活用した食育 

施策１０ 学びを将来へとつなぐ体系的・実践的なキャリア教育の推進 

（１）学校におけるキャリア教育の推進           

（２）社会に求められる産業人材の育成          
・産業界等と連携協働した産業人材の育成 

 ・アントレプレナーシップ教育 

（３）障害のある生徒の自立・社会参加の支援 
 

施策１２ 人生 100年時代を見据えた生涯学習の推進 

（１）多様な学習機会の充実 

（２）学習に関する情報提供・相談の充実 

（３）学習成果を社会に生かす仕組みづくり 

（４）多様な主体との連携・協働の推進 
・社会教育主事の適正配置、社会教育士の育成・活用 

（５）リカレント教育の推進                
・社会に求められる産業人材の育成 

・中小企業のリスキリング支援 

（６）障害のある人の生涯学習の推進 

施策１３ 文化芸術・スポーツの推進 

（１）文化芸術にふれ親しむ機会の充実 

  ・障害の有無、性別等に関わらず、文化芸術を享受できる機会の創出 

（２）「知る」から広がる「する・みる・ささえるスポーツ」の推進 

  ・各ライフステージに応じた多様なスポーツの日常化 
 

第３章第２節 施策・取組（実施計画編）【３つの基本目標と１３の施策】 
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【基本目標２】未来を切り拓く「人」の育成

施策５ 人生を主体的に切り拓くための学びの確立 

≪目標≫ 

 子供の学習意欲を高め学力向上を図り、これからの時代に求められる資質・能力を育成します。 

 

＜現状と課題＞ 

現代は将来の予測が困難な「ＶＵＣＡ」の時代と言われています。このような時代には、子供たち

が柔軟な学び方や考え方、変化に対応する力と態度を身に付け、個々の能力や可能性を最大限に引き

出していくことが重要です。そのためには、子供たちが自分自身の良さや可能性を認識し、他者を尊

重し、協力しながら、自分の人生を切り拓いていける力を育成していく必要があります。 

千葉県教育委員会では、令和２年度から「ちばっ子『学力向上』総合プラン(学びの未来づくりダ

ブル・アクション+ONE)」をスタートさせ、「自ら課題を持ち、多様な人々と協働し、粘り強くやり

ぬく子」と「子供と社会の変化を捉え、自律的に学ぶ姿勢を持ち、授業を工夫する教員」を目標に、

子供たちの学ぶ意欲を高め、主体的・対話的で深い学びを実現するための授業改善を推進し、児童生

徒の学力向上に取り組んできました。 

これからも、基礎的な知識や技能を確実に身につけさせ、思考力や判断力、表現力などを育むとと

もに、主体的に学習に取り組む態度を養い、個性を生かし、多様な人々との協働を促す教育の充実が

求められます。 

また、子供たちの資質や能力を育むために、読書は非常に効果的です。全ての子供たちが文字・活

字文化の恩恵を受けられるよう、社会全体で読書活動を推進することが必要です。 

さらに、グローバル化が進展するなかで、異なる言語や文化を持つ人々と協力していくためには、

郷土を愛する心や誇りを持ち、外国語でも自信を持って意見を述べ、他の人々と交流・共生する力を

育成することが必要です。 

そして、児童生徒が１人１台端末を持つ教育環境の下、ＩＣＴを活用しながら個別最適な学びと

協働的な学びを一体的に充実させ、主体的・対話的で深い学びの実現に取り組むことが重要です。 

 

［取組の基本方向］ 

子供たちの学習意欲を高め学力向上を図る取組を重点的に進めるとともに、探究学習やＳＴＥＡＭ

教育等の教科横断的な学習の充実を図ります。また、社会全体で子供の読書活動を推進する体制を整備

するほか、外国語教育の充実、情報活用能力（情報モラルを含む）の育成のため、ＩＣＴの日常的な利

活用を促進します。 

 

第４期千葉県教育振興基本計画（令和７年３月千葉県/千葉県教育委員会）P34～P36の抜粋 
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〔主な取組〕 

（１）個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 

 〇各学校段階を通じて子供たちに基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ、幅広い知識と教

養、専門的能力、職業実践力を育成していくため、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を

図り、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を一層推進します。 

〇未来につながる確かな学力を育むため、子供自身が、学び方を学び、自らの学習上の課題を正確に把

握し、目標を立て、その達成に向けて努力する （自己調整力を高める）ための効果的な学習活動を支

援します。 

 〇文理の壁を越えた知識・能力を備えた人材を育成するため、児童生徒の発達段階に応じて教科横断

的・探究的な学習を推進します。 

 〇授業や放課後の教育活動を支援するため、退職教員や保護者、大学生など多様な地域人材や産業界

との連携・協働を進めます。 

 

   ・研修体系に基づく教職員研修の充実 ＜再掲＞ 

   ・先進的教育活動による学ぶ意欲の向上 

   ・小学校専科非常勤講師等の配置 

   ・きめ細かな指導体制の整備 

 ・児童生徒の体験学習等の推進 ＜再掲＞ 

   ・全国学力・学習状況調査の分析と活用 

   ・探究・ＳＴＥＡМ教育等の教科等横断的な学習の充実 

   ・個別最適な学びと協働的な学びとの一体的な充実を図る単元開発・授業改善に向けた取組の推進  

   ・博物館・美術館や文化財等を活用した学習支援 

・千葉のフィールドミュージアム等を活用した体験活動 

 

（２）「読書県ちば」の推進 

 〇全ての子供が、読書に親しみながら成長していく「読書県ちば」を目指して、「千葉県子どもの読書

活動推進計画」に基づき、学校における読書活動や、家庭・地域における読書活動を推進するための

支援等を積極的に行い、多様な子供の読書機会の確保を進めるとともに、公立図書館等と連携しなが

ら必要な人的・物的環境整備を進めます。 

 〇市町村立図書館のサービスや学校図書館ネットワークの充実を様々な形で支援するとともに、図書

館未設置市町村に対して、図書館設置の意義について理解を求めるなど、県内全体の読書活動の充実

に努めます。 

 〇電子書籍の活用やデジタル社会に対応した読書環境の整備を進めます。 

 ○ 「千葉県読書バリアフリー推進計画」に基づき、視覚障害者や発達障害、肢体不自由等で活字による

読書が困難な人等の読書環境の整備を進めます。 

 

   ・子供の読書活動の理解の促進 

   ・家庭や地域における読書の啓発 ＜再掲＞ 
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   ・読み聞かせボランティア等の人材育成 

   ・朝読書や音読、ＮＩＥ、調べ学習等の推進 

   ・司書教諭の適正配置の促進と研修の実施 

   ・学校図書館の蔵書の充実 

   ・千葉県資料や県民の役に立つ資料・情報の蓄積・提供 ＜再掲＞ 

   ・県立図書館の機能の充実 ＜再掲＞ 

 

（３）外国語教育の充実 

 〇授業の質の向上、児童生徒の英語力・学ぶ意欲の向上、教員の英語力・専門性の強化のための各種研

修を実施し、外国語を使ったコミュニケーションを楽しみ、自分の考えなどを主体的に発信する力の

ある児童生徒を育成します。 

 〇外部検定資格等の実績に基づく教員採用選考の実施や、小学校教員の英語免許の取得を促進し、専

門性の高い教員を確保し配置します。 

   ・ＡＬＴ及び外国語担当教員の指導力向上研修の実施 

   ・小学校の英語教科化に対応した専門性の向上 

   ・高い語学力のある教員の確保 

   ・ＩＣＴの一層の活用促進による言語活動の充実 

 

（４）ＩＣＴ利活用の日常化 

 〇児童生徒が、１人１台端末を日常的に活用し、ＩＣＴを新たな学びのツールとして適切に活用でき

るようにするため、教員の指導力の向上を図るとともにＩＣＴの活用を前提とした授業の再構築を

図るなど、教育の質を向上させます。 

 〇児童生徒の発達段階を考慮し、その能力、特性等に応じた教育が実現できるよう、情報活用能力の育

成を目指したカリキュラム・マネジメントを行い、児童生徒の学ぶ意欲を引き出し学習成果の向上に

つなげます。 

〇端末の持ち帰りを推進し、家庭等でも日常的に端末を活用した学習の機会を増やします。 

 〇全校種における教育用コンピュータや校内Ｗｉ-Ｆｉ等のＩＣＴ環境の整備・更新を進めます。 

 

   ・各学校段階における情報活用能力育成のための体系表を活用した授業改善の推進 

   ・プログラミング教育、高等学校の教科「情報」の指導の充実 

   ・地域、大学、企業等と連携したデジタル人材育成のための体制の構築 

   ・１人１台端末等を活用した家庭学習の推進 

・ＩＣＴを活用した教育の推進に向けた情報インフラ等の整備 

   ・特別支援教育におけるＩＣＴを活用した教育の推進 
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〇学びへの意欲をもつ子供
〇思考力・判断力・表現力を
もつ子供
〇コミュニケーション能力と
協働性をもつ子供
〇目標に向かって挑戦する
力をもつ子供

～ 自ら学ぶ 子供たち ～

GIGA
ｽｸｰﾙ通信
Edulution

ICTを活用した
「思考し、表現
する力」を高める

実践ﾓﾃﾞﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
（小・中）

各市町村
イチオシ！
の活用方法
（小・中）

学びの未来
デザイン
シート活用
（小・中）

ICT活用
による

学習の充実

AI英会話
学習支援
システム
（中・高）

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
ハッカソン

（高）

ICTが効果的に
活用されていた

学習事例

学習ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ
（高）

ＤＸ
加速化
推進事業
（高）

「思考し、表
現する力」を
高める実践

ﾓﾃﾞﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

達人の授業
解説動画
（小・中）

○

授業づくり

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
（小・中）

全国学力・学
習状況調査に
係る分析シー
トの活用促進
（小・中）

指導力
の向上

学力向上
通信

COMPASS
（小・中）

英語
ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ
実践事例集

教科等横断
的な学習
指導事例
(小・中)

ちばっ子の
学び変革

推進事業/
学力向上交流会

（小・中）

専科非常
勤講師等
の配置
（小）

塾講師・特
別非常勤講
師等の活用
（小・中）

学習

ｻﾎﾟｰﾀｰ
の派遣

（小・中）

外国人児
童生徒等
教育相談
員の配置

人材の

積極的

活用

外国語
指導助手
(ALT)等の

配置
（高）

SSHｺｰﾃﾞｨ
ﾈｰﾀｰの
配置
（高）

STEAM
教育講師の

派遣
（高）

探究学習等
における
地域人材の

活用

ちばっ子

ﾁｬﾚﾝｼﾞ
100
（小）

ちばのやる気

学習ガイド
（中）

家庭学習の
すすめ

（小・中）

家庭学習用
TIPS動画
（小）

学習意欲
向上への

支援

優良・優秀
学校図書館
の認定

科学の甲子園
ジュニア
（中）

科学の甲子園
（高）

海外姉妹校
等への生徒
派遣事業
（高）

ビブリオ
バトル
（高）

個別最適な学び
  協働的な学び

ＣＨＩＢＡの学力向上施策一覧

ｷｬﾘｱｽﾃｰｼﾞ
に応じた

悉皆研修

各専門分野
等の

推薦研修
(長期研修含)

各自の目標・
課題意識に
合わせた

希望研修

研修履歴を
活用した
能動的研修

教員の

研修

職種別の
研修

(校長/教頭/
養護教諭等)

大学・民間
企業と連携
した研修

所属校の
課題等に
合わせた

校内研修

実践ﾓﾃﾞﾙ
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを
活用した

授業改善

千葉の
いちばん星☆

Ｃｏａｃｈｉｎｇ

Ｂrush up

Ａssist

ＩＣＴ

Ｈuman
 resources

研修体系に基づく
研修の充実事業

グローバル化への対応
個に応じた学びの推進事業

千葉県教育庁
教育振興部学習指導課

「確かな学力」の育成のための事業を一体的にまとめ
示しています。「５つの視点」により分類した各事業名
をクリックすることで、成果物や授業に役立つ資料、困
り感を解消する情報などに簡単にアクセスすることがで
きます。
明日からの授業改善、指導力向上等に活用ください。

子供たちの
主体的な学び促進事業

魅力ある
専門分野の
人材活用事業

教員の授業改善
推進事業

令和７年度版

限定公開のため
令和7年3月２１日付け
教学指第１９２１号参照

～学力向上アクセスシート～
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https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/challenge.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/zissenmoderu/moderupuro.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/jugyo_coorginator.html
https://www.cgec.ed.jp/nc/investigation/gakuryoku
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/bunseki-katuyou/bunseki-katuyou2020.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gaikokugokyouiku/performance.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/bunseki-katuyou/bunseki-katuyou-jugyoukaizen/bunsekijugyoukaizen.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/shou-chuu/kyouikukateisuisin/index.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/aratanamanabi/siteikounotorikumi.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/yaruki.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/2011/kateigakus.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/fusigihakken.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/suishin.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shougaku/dokusho/kanendo.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/2011/koushienjunia.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/koushien/koushien.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/seisaku/kokusaikouryuu/r5-kenritsugakkou-torikumi.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/syokuin/saiyou/koushi/taiguu.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/bunseki-katuyou/compassgougair5jyuku.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/g-supporter.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gaikokujinkyouiku/kyouiku.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/1304113.htm
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/ssh/
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/mext_01592.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/career/cindex.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/jujitsu/index.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/index.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/giga/giga1.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/giga/ict-jissen-program.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/giga/ichioshi.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/sogoplan/one.html
https://www.mext.go.jp/content/20240618-mxt_kyoiku02-000036274_02.pdf
https://www.chiba-u.jp/event/2024/2024_2.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/giga/ictkatuyoujireisyuu.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/shinkou/shinko/mext_02975.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/zissenmoderu/moderupuro.html
https://www.cgec.ed.jp/nc/cabinets/cabinet_files/download/64/1a2924ad5bb03083c2ab55815b52076e?frame_id=382
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/2019/sougoupuran/documents/00kensyuutaikei.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/2019/sougoupuran/documents/00kensyuutaikei.pdf
https://www.cgec.ed.jp/nc/cabinets/cabinet_files/index/275/dc8e01140b3683f4840353908e42199d?frame_id=1112
https://www.cgec.ed.jp/nc/cabinets/cabinet_files/index/275/e26dbfdd18c7d03886ab84ed0862eec3?frame_id=1112
https://www.cgec.ed.jp/nc/cabinets/cabinet_files/index/275/522523543a66f926a7a1ce7e38a4bf22?frame_id=1112
https://www.cgec.ed.jp/nc/cabinets/cabinet_files/index/275/17295a0358c106a6302ca82faffddcf8?frame_id=1112
https://www.cgec.ed.jp/nc/kensyu/appli
https://www.cgec.ed.jp/nc/kensyu/tyoken


５（１）資料 

 

    平成７年度 学力向上施策 おもな取組 

                         ☆Ｈ７「いちばん星」に掲載 

○「Ｃ」Coaching：指導力の向上 

＜教員の授業改善推進事業＞ 

 ☆「ちばっ子の学び変革」推進事業研究指定校の取組 

 ・文科省の講師を招聘しての「個別最適な学びと協働的な学び」に関する研修会の実施 

（研究指定校・指導主事対象） 

☆学力向上交流会（葛南・東葛飾・北総・東上総・南房総の各教育事務所による運営） 

・学力向上施策の説明動画の配信 

☆「思考し、表現する力」を高める実践モデルプログラムの周知とその活用 

 ☆全国学力・学習状況調査に係る分析シート活用促進 

 ☆令和７年度千葉県学力向上通信「COMPASS」の発行 

 ・県教育委員会指導主事等による学校訪問（計画訪問等） 

 

○「Ｈ」Human resources : 人材の積極的活用  

 ＜魅力ある専門分野の人材活用事業＞ 

 ☆千葉県学習サポーターの派遣 

 ☆小学校専科非常勤講師等の配置 

 ☆ＳＳＨコーディネーターの配置 

 ☆ＳＴＥＡＭ教育講師の派遣 

 

○「Ｉ」ICT : ICT 活用による学習の充実  

 ＜グローバル化への対応・個に応じた学びの推進事業＞ 

 ☆ＧＩＧＡスクール通信の発行 

 ☆ＡＩ英会話学習支援システム 

 ☆ちばっ子学びの未来デザインシート活用 

                                    

○「Ｂ」Brush up : 教員の研修  

＜研修体系に基づく研修の充実事業＞ 

 ☆各種研修事業（千葉県総合教育センター） 

 

○「Ａ」Assist : 学習意欲向上への支援 

＜子供たちの主体的な学び促進事業＞ 

☆ちばっ子チャレンジ 100 ちばのやる気学習ガイド 

 ☆科学の甲子園ジュニア（中学校）科学の甲子園（高等学校） 

 

○その他 

 ・学力向上施策アンケートの実施（県内すべての公立小・中・高等学校、特別支援学校） 
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 ５（３）資料 

令和７年度 委員による学力向上事業の視察 記録まとめ 

             （○：事業の意義が感じられた点 ・：意見、課題、その他） 

Ｃ：学力向上交流会 

○全体会は、発表した４校とも地道で確実な研究活動を進めていることが伺えた。来年度の

本発表に向け、データを集積しつつ実践を積み重ね、「子どもの姿」「教員の姿」で成果を

示していただけることを願う。 

○分科会では、参加者の率直な疑問質問・考え・意見のやり取りが行なわれていて、好まし

かった。 

○ 「学力」のとらえ方が各学校で違っている中での， 「個別最適な学び」と 「協働的な学び」

についての取組の交流であったので，様々な取組が発表されていた。 

○「ちばっ子の学び変革」推進事業の実施校の発表についての提案だった。各学校とも学校

の実態を把握し、課題解決のために研究を進めていた。「主体的・対話的で深い学び」、「個

別最適な学びと協働的な学び」を意識的に学習に取り入れ、学校の教育活動全体、また、

教科横断的な取組が見られた。 

○テーマごとに分かれてのグループ協議だった。各学校の実態や課題、取組を共有し、自校

の取組にいかすことができたと思う。 

○指導室長のお話については、「個別最適な学び」や「協働的な学び」の核となる部分を端

的にまとめて、ご指導いただいたので、参加した先生方が各校で共有していけば、授業改

善にもいかされるのではないかと思う。 

○全国学力・学習状況調査の結果をもとに管内の学校の課題を見出し、共通の認識を持って

授業改善に取り組むことは意味のあることだと感じた。 

○分科会では生徒の実態に合わせた各校の工夫した取組を共有し、自校の抱える課題につい

て他校の取組からヒントを得ようとする様子がうかがえた。 

○習熟度別指導の際、単元前にプレテストを実施したうえで子供達自身に判断させるなど、

保護者・生徒が納得できる形にするために各校の先生方が非常に配慮されていることが特

に印象に残った。 

○生徒に達成感を味わわせつつ、基礎力の定着を図り、かつ学びを広げる小学校、中学校の

取組の先に高等学校教育があるのだということを改めて感じた。 

・開会行事（所長挨拶）が機器不具合でうまくいかなかったのが残念。 

・例えば，ペーパーテストで測ることができる，いわゆる狭義の「学力」向上に視点をおい

て取組を発表している学校もあれば，外側からは見えにくい，子どもの内面的な主体的な

学びに向かう力を「学力」と捉えた取組を発表している学校もあった。 

・これが「特別な場」ではなく、日常的な「井戸端会話・会議」的に行われるように環境を

整えていくことができればと思う。参加している各学校の「代表教員」ばかりでなく、関

心を持つ教職員ならば誰でも参加できる（参加までいかずとも視聴できる）ような方向性

ができないか、と以前（自分自身が現職の頃）から考えている。 
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・例えば、①「各学校で、分科会で取り上げてほしいテーマを絞ってもらって報告」という

より、各学校からは「所属教職員各人から『日頃悩んでいること』『自分が力をつけたい・

伸ばしたいこと』を挙げてもらったものをそのまま一覧で報告」する「自由記述アンケー

ト」の形で集める。②集まったものを「キーワード整理」して、ニーズが多いものや、数

は少ないけれど（教育事務所が）重要と考えるものを数多く「分科会テーマ」として設定

する。③各学校の全教職員に「参加（視聴）分科会の希望」を取って人数把握する。④当

日は参加（視聴）希望者には「研修」として時間確保・保証する。といった方法も考えら

れるのではないか、と思う。 

・今回参加した方々は，教務主任や研究主任など，学校運営の中核的な存在であるので，こ

の交流会で得た学びを自身に留めず，ぜひ校内で共有し，各学校の実践に生かしてもらい

たい。 

・交流会や研修会を開催する際には， 「交流や対話だけ」に留まらず，「交流や対話の成果（得

た学び）を校内へ広げる」ことを最終目的とした，主催者側の意図的な戦略が必要だと感

じた。 

・研究校の発表をもう少し聞きたかったという声もあったので、各校の発表時間を増やし、

質疑応答の時間を設けるのも一つだと感じた。 

・「学力向上」のために、教師の「授業力の向上」が不可欠である。また、授業が学級とい

う集団で行われる以上、「学級経営力」も必要になるし、生徒理解や生徒指導の力も必要

になる。つまり、教師の力を向上していくための手立てや研修も必要ではないかと思う。 

・成果も上がっているという報告を受けたが、一番大切なのは、先生方が研修を行い、意識

をもって同じ方向を向いて教育活動にあたっていることではないかと思う。 

・研究校になることは大変な部分も多いが、教師力や授業力の向上の一助となるので、残り

の期間もご尽力いただきたいと思う。 

・各校の実態や課題については、予想される内容であったり、共通する内容であったりした。

つまり「そうだろうな」という回答も多かったので、本来であれば、効果的な取組をもっ

と共有するか、グループ協議の内容について、助言・指導をいただく時間がもう少しあっ

ても良かったのではないかと思う。 

 

Ｈ：学習サポーターの派遣事業 

○サポート教室での受講が、授業ごとに生徒自身の希望制ということで、利用しやすく、意

義ある取り組みだと思った。 

○学習サポーターの先生の「１人１人の様子を見ながら声をかけ、『誰も見捨てていないん

だよ』」と安心してもらうことを前提に取り組んでいる」という言葉は、とても大切であ

る。 

○生徒数が多い学校ほど、不安を抱えていることを先生や周囲に気づかれず、言い出しにく

い生徒がいる可能性もあるので、こうした大規模校でもぜひ進めていただきたいと感じた。 

○Ｔ．１の教科担当の先生が学習を進め、その間、学習サポーターが机間指導でつまずいて

いる生徒への支援を行っていた。 
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○Ｔ．１の教科担当の先生と学習サポーターが、生徒に関わった回数は、参観していた時間

だけでも、それぞれ３０回以上は関わっていたのではないかと思う。 

○机間指導の内容は、つまずきに対する支援、見守り等が行われていた。 

○生徒は自分のペースで問題を解いたり、友人に質問したり、周囲で確認をしたり様々な学

習方法をとっていた。 

○３年生ということもあり、今までの学習の積み重ねの成果だとは思うが、個別最適な学び

と協働的な学びが１時間の中で見られた柔軟な授業展開だったのではないかと思う。 

○先生方と生徒との人間関係、日頃の学級経営、学年経営、学校経営の積み重ねを感じた。 

・サポートの中身の手法は授業ごとに違うとは思うが、授業の前後に生徒が個別に疑問点を

確認できる時間があると、なお安心である。 

・３年生の数学科の授業を参観させていただいた。教科担当と学習サポーターのＴ．Ｔとい

う授業形態であった。 

 

Ｈ：小学校専科非常勤講師等配置事業（理科） 

○これまで小学校での勤務経験がない方だったが教材研究を入念にされ、理科の授業を行っ

ていた。 

○児童の興味を引くように実際の植物の根を見せたり、動画を視聴させたりと工夫されてい

た。難しい電子黒板の操作もスムーズに行っていた。 

・教材研究の時間や電子黒板の研修などについての情報共有が行われていなかった点を改

善し、教員未経験者がすぐに授業ができるような体制づくりが必要だと感じた。 

・授業時に教員が話すだけになってしまったり、板書したものを書くのかどうか児童に伝わ

らず児童が間延びしている場面が見られたので、気づいたことをノートに書かせたり、発

表させたりしてもよかったのではないかと思った。 

 

Ｈ：小学校専科非常勤講師等配置事業（算数） 

○算数科における小学校専科非常勤講師等の配置は、学力向上に大いにつながる事業だと思

う。 

○視察先の小学校では、３年生と４年生に１名ずつ配置されており、とても手厚いと感じた。 

○単独学年に配置することにより、教材研究や資料作成、補助教材作成等すべてをお任せす

ることができ、担任の立場からも心強いと思う。また、授業中は机間巡視をしながら理解

が不十分な児童に付いて指導されており、学力向上・意欲向上につながると感じた。 

・現状、担任の先生方は放課後にならないと時間が取れない、講師の先生方はお昼で勤務が

終了になる、その中で効率的な打合せの仕方を考えなければならないと感じた。 

・勤務体系を見直し、月に２回程度打合せの時間を放課後等に設定できると担任と講師がス

ムーズに連携が取れるのではないかと思う。 

・勤務時間の関係で、打合せ時間の確保が難しいとのことでした。よりよい授業展開をする

上で、打合せは必要不可欠だと思う。 
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Ｈ：スーパーサイエンススクールコーディネーターの配置事業 

○どの生徒も、自らが設定した研究テーマの中で、さまざまな困難に直面しながら、教員の

手助けを得ながら、1つ 1つ課題を解決していた。 

・理数科の高校生が、生物、化学、物理の各テーマに分かれ、個人やグループに分かれて、

各自が決めたテーマに関する探究を行っていた。例えば、生物ではプラナリアの学習能力

について調べている生徒がいた。また、物理では、野球部の生徒がアッパースイングで飛

距離を伸ばす最適な角度を計算して出そうとしていた。さらに、おもちゃの鉄砲から飛び

出す玉の初速と終速を何とかして測定しようと四苦八苦している生徒もいた。 

・指導している教員によると、探究の授業では、ルーブリック評価を用いて、「なぜその評

価になっているのか」を、教師が生徒に説明しながら、評価しているが、まだ完成形では

なく、より良い評価方法がないか常に模索しているとのことであった。 

 

Ｈ：ＳＴＥＡＭ教育講師の派遣事業 

○国際ドローン協会から、ドローンについての講義やドローンの飛行を実際に見学し、生徒

達も非常に熱心に参加していた。 

○ドローンが飛んだ時には歓声があがり、特にとても盛り上がっていた。 

○視察した高校は学生の未来についてよく考えるとともに、地元の企業との関わりを大切に

した STEAM 教育を進めているように感じた。 

 

Ｉ：ＡＩ英会話学習支援システムの活用実践研究校 

○授業は非常によく練られていて、生徒も飽きることなく最後まで受けていた。 

○特にリフレーズ、パラフレーズという Speaking 力向上に重要な取り組みを軸に据えたペ

アでの活動（生成 AI による英語と絵の変換等）が印象的だった。 

○授業内での AI 学習システム活用は画期的と感じた。 

○ＡＩ英会話学習支援システムは非常に有効だと感じた。 

○個別学習のため生徒は臆せずスピーキングに取り組むことができ、全ての生徒が当たり前

に同様のシステムを利用できれば英語教育は格段に変わると思う。 

○お題を英語で説明して相手に当てさせる軽いゲーム感覚のエクササイズを少しずつ難易

度を上げながら重ねていく授業構成が素晴らしく、生徒は終始飽きずに学習を楽しんで

いた。                                                                                                                             

○画像生成ＡＩを活用した｢即興性｣向上のためのスピーキング練習は、学習支援システム

とは別にＡＩを活用した学習の幅を広げるものとして新鮮だった。 

○随所に挟み込まれる雑学(｢時計｣から右回りを英語で何と表現するか)等も生徒の好奇心

を十分刺激するものだった。 

・授業者が組み立てられた授業の流れが非常によく、その内容とＡＩ英語システムを接続す

ることの難しさを感じた。 

・ＡＩシステムを活用する目的がアウトプット機会を授業内に創るという観点だと、現在の

授業でも十分成し遂げられている。 
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・ＡＩシステムが１:１である分、ペアでの活動に比べ発話量は多いが、学校（多様な方と

共に学ぶ場）でその時間を捻出する意味を見出すことの難しさも感じる。 

・レッスンで扱った内容をパーソナライズする形でのアウトプットでしたら、定着にも繋が

るので良いと感じる。 

 

Ａ：科学の甲子園 

○「始めと終わりは明確な形で行うのがよい」と考えているため、本年度のように開会式を

行う形はよいと思う。 

○筆記競技も今回のような大ホールで行う形がよいと思う。 

○昨年度に比べて格段に難易度が上がったように思うが、マジックハンドのアームの長さや 

カプセルに入れるビー玉の数等、戦略的要素の幅があるのが興味深かった 

○実際のチャレンジは会場を移したことで、各チームの動きに集中でき、よかった。 

○チャレンジの様子を撮影されているのも臨場感があった。 

・１階の大ホールに投影するなど、観客への見せ方にも工夫して大会自体を盛り上げれば更

に裾野が広がり、科学に興味を持つ子供たちが増えるのではないかと思った。 

・可能であれば、さらに多くの学校・生徒が参加して、午前の筆記競技・午後の実技競技と

も全体が一堂に集まる形で行うことができればと思う。 

・県総合教育センター会場だとどうしてもキャパが厳しい。別会場を使用することを真剣に

考える必要があるのではないか。（例えば、県教委と連携協定を結んでいる大学の施設を

借用するとか） 

・繋いだ手のみの非言語コミュニケーションまで求められ、少々盛り込み過ぎの感もあった

ように思う。 
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令和７年度 学力向上施策アンケート 考察用集計表（肯定的回答まとめ） 令和７年１２月

肯定的
回答

全体 小学校 中学校 高等学校 小学校 中学校 高等学校

よくあて
はまる

24% 24% 24% 27% 36% 32% 23%

ややあて
はまる

68% 69% 68% 64% 60% 65% 70%

計 92% 93% 92% 91% 96% 97% 93%

肯定的
回答

全体 小学校 中学校 高等学校 小学校 中学校 高等学校 小学校 中学校 高等学校

よくあて
はまる

15% 14% 16% 18% 34% 26% 9% 35% 27% 10%

ややあて
はまる

61% 62% 62% 53% 59% 61% 57% 60% 65% 65%

計 76% 76% 78% 71% 93% 87% 66% 95% 92% 75%

肯定的
回答

全体 小学校 中学校 高等学校 小学校 中学校 高等学校 小学校 中学校 高等学校

よくあて
はまる

29% 27% 36% 28% 47% 45% 25% 45% 35% 24%

ややあて
はまる

47% 48% 44% 45% 49% 51% 65% 54% 63% 71%

計 76% 75% 80% 73% 96% 96% 90% 99% 98% 95%

肯定的
回答

全体 小学校 中学校 高等学校 小学校 中学校 高等学校 小学校 中学校 高等学校

よくあて
はまる

9% 10% 7% 9% 15% 7% 15% 9%

ややあて
はまる

41% 42% 36% 40% 59% 52% 59% 49%

計 50% 52% 43% 49% 74% 59% 74% 58%

学校代表回答

教職員個人回答 学校代表回答

５（４）資料

（質問１）
児童・生徒に対して、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を意識して指導に取り組んでいますか。

教職員個人回答 学校代表回答

教職員個人回答 学校代表回答

R6 学校代表回答

R6 学校代表回答

R6 学校代表回答

（質問２）
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、「 『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」を活用した授業改善
に取り組んでいますか。

（質問３）
授業で「自分の言葉で学習のまとめを書く」場面を意図的に設定するように取り組んでいますか。

（質問４）
家庭学習（課題等）に個別最適な学びを取り入れた工夫をしていますか。

教職員個人回答
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学習指導要領においては、各教科の指導に当たって、児童生徒に育成すべき

資質・能力を育むために、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業 

改善が求められます。 

千葉県教育委員会は、「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラ

ム」の内容に「主体的・対話的で深い学び」の視点を加えることで、授業改善

の推進を図ることといたしました。 

本プログラムは「モデル」であり、自校の学習指導過程と照らし合せるなど、

授業改善を行うための参考資料として活用してください。 

新たな疑問をもつ 

学んだことをまとめる 

思考の過程を振り返る 

解決の見通しをもつ 

情報を収集し調べる 

自分の考えを形成する 

思いや考えを基に創造する 

疑問をもつ 

既習の内容や方法を振り返る 

課題を明確にする 

新たな考えに気付く 

友達と互いに学び合う 

自分の考えを伝える 

千葉県マスコットキャラクター 

「チーバくん」 check 

千葉県の授業改善「キーワード」 

「 自分の言葉で学習のまとめを書く 」 

活用した授業改善 

「思考し、表現する力」を高める 

を 
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３ 実践モデルプログラムの四つの過程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「見方・考え方」とは、「深い学び」の鍵となるものであり、「どのような視点で物事を捉え、どのような考え方で思考して 

いくのか」という、教科等ならではの物事を捉える視点や考え方のことであり、教科等を学ぶ意義の中核をなすものです。 

「実践モデルプログラム」は、毎時間その全てを行うことを推奨するものではありません。

毎時間全てを行うと、かえって形式的な授業となってしまう可能性があります。１単位時間

で行う場合もあれば、複数時間で行う場合もあり、単元や題材など内容や時間のまとまりを

見通した上で行います。 

大切なことは、単元計画や授業計画に意図的・計画的に「見いだす」「自分で取り組む」

「広げ深める」「まとめあげる」を位置付けることです。 

新たな疑問をもつ 

学んだことを確実に身に付ける 

学んだことをまとめる 

思考の過程を振り返る 

解決の見通しをもつ 

情報を収集し調べる 

自分の考えを形成する 

思いや考えを基に創造する 

疑問をもつ 

既習の内容や方法を振り返る 

課題を明確にする 

新たな考えに気付く 

友達と互いに学び合う 

自分の考えを伝える 

まとめあげる 

思考の過程を振り返り、学んだこと

をまとめる過程です。「見方・考え方」

を今後の学習や生活にどのように生

かすか考えることで、学んだことを確

実に身に付けるとともに、新たな疑問

をもち、次の学習への更なる意欲や見

通しにつなげる過程です。 

見いだす 

今までの学習内容や提示された 

資料等を基に疑問をもち、本単元（本

時等）で解決していく課題を明確にす

る過程です。また、「これからの学習が

どのような意味をもち、何を目指して

いるものなのか」等を意識しつつ、主

体的に学習に取り組もうとする過程

です。 

広げ深める 

「見方・考え方」を働かせながら自

分の考えを伝え、友達の考えを聞いて

疑問点を問い直すなど、互いに学び合

うことを通して、多様な考えを理解す

る過程です。また、知識を相互に関連

付けてより深く理解したり、新たな考

えに気付いたりすることを通して、 

より質の高い学びとする過程です。 

自分で取り組む 

解決の見通しをもち、自分で考え、

粘り強く課題に取り組む過程です。ま

た、「見方・考え方」を働かせながら、

収集した情報を調べたり、自分の考え

を形成して文章や言葉、図、式等で表

現したり、自分の思いや考えを基に作

品等を創造したりする過程です。 
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教科に関する調査結果 平均正答率(%)

理科算数国語小学校

５７５８６６千葉県

５７．１５８．０６６．８全国

理科数学国語中学校

※４９６４７５４千葉県

※５０３４８．３５４．３全国

※文部科学省からの発表に基づき、県の平均正答率については、小数点以下を
四捨五入した値

※中学校理科は、IRTスコアによる値

全国学力・学習状況調査の結果等について

全国学力・学習状況調査の結果等について

次の数直線のア、イの目もりが表す
数を分数で書きましょう。

＜小学校算数＞
a  問題形式別 平均正答率
○選択式…67.3％ ○短答式…63.4％ ○記述式…34.2％
b  課題となる設問 大問３（３）
○出題の趣旨：数直線上で、１の目盛りに着目し、分数を単位分数の幾つ分として捉えることができるか

どうかをみる。
○県の正答率：32.4％ ○評価の観点：知識・技能 ○学習指導要領の内容：数と計算
○問題形式：短答式

【参考】大問３（４） 81.5％

1

2

５（５）資料
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記述式問題の平均正答率

全国平均を100とした場合

90.0

92.0

94.0

96.0

98.0

100.0

H29 H30 H31 R3 R4 R5 R6 R7

記述式問題の無解答率

全国平均を100とした場合

100.0

105.0

110.0

115.0

120.0

125.0

H29 H30 H31 R3 R4 R5 R6 R7

全国学力・学習状況調査の結果等について

小学校・国語

小学校・算数

中学校・国語

中学校・数学

小学校・国語

小学校・算数

中学校・国語

中学校・数学

全国学力・学習状況調査の結果等について

１ 探究的な学び
【学校質問２５】
調査対象学年の児童〔生徒〕は、授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から
取り組むことができていると思いますか。

〈 肯定的回答をした学校の割合〉

Ｒ７ 全国Ｒ７Ｒ６Ｒ５千葉県

89.3％85.1％84.5％81.9％小学校

88.2％85.3％84.9％83.2％中学校

２ ＩＣＴを活用した学習状況（ＩＣＴの活用頻度）
【学校質問５８】
調査対象学年の児童〔生徒〕に対して、前年度までに、児童〔生徒〕一人一人に配備
されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、授業でどの程度活用しましたか。

〈 「ほぼ毎日」「週３回以上」と回答した学校の割合〉

Ｒ７ 全国Ｒ７Ｒ６Ｒ５千葉県

96.6％94.1％84.8％83.5％小学校

94.5％87.5％83.8％80.5％中学校

3

4
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３ 児童生徒の学習時間
【児童生徒質問１７】
学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強

しますか 。（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インター
ネットを活用して学ぶ時間も含む）

〈 「３０分より少ない」「全くしない」と回答した児童生徒の割合〉

Ｒ７ 全国Ｒ７Ｒ６Ｒ５千葉県

18.6％21.4％19.8％17.5％児童

19.0％18.8％16.7％15.7％生徒

４ 調査結果の活用
【学校質問８３】
令和６年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について、調査対象学年・教科だけで

なく、学校全体で教育活動を改善するために活用しましたか。

〈 肯定的回答をした学校の割合〉

Ｒ７ 全国Ｒ７Ｒ６Ｒ５千葉県

96.5％95.5％95.5％94.4％小学校

94.0％94.0％92.7％88.0％中学校

5
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令和７年度　ＣＨＩＢＡの学力向上施策報告書
①Ｃoaching 教員の授業改善推進事業

事業名
昨年度
予算

（千円）
目的・内容 今年度の取組・進捗 今年度のまとめ 次年度に向けて（改善ほか）

1-1 ちばっ子の学び変革
推進事業

1748

【目的】
　本県における児童生徒の資質・能力の育成に資するため、県
教育委員会は「ちばっ子の学び変革」推進事業の研究校を指定
し、その成果の普及に努める。
【内容】
　研究指定校は、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一
体的に充実させ、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け
た授業改善を行う。
 また、県教育委員会の様々な学力向上施策を通して、課題解
決に向けた取組を行い、資質能力及び学力向上に向けた継続的
な検証改善（ＰＤＣＡ）サイクルを確立して、その結果の普及
を図る。
※研究指定校は、各教育事務所管内の小学校２校及び中学校２
校（計２０校）

・令和７年度から令和８年度までの２年間の研究指
定の１年目となる。
　　４月　９日（水）推進事業連絡会
　　４月１５日（火）推進事業連絡協議会
　１１月１４日（金）推進研修会
　１１月　　　学力向上交流会等で発表
　　１月３０日（金）推進事業連絡協議会

○「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、「個別最適な
学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に全職員が意識して
取り組んでいる。学校質問調査の肯定的な回答の割合
小学校（95.9%）中学校（96.7%）
高等学校（92.8%）
○研究のねらいである「個別最適な学び」と「協働的な学び」
を一体的に充実させ、「主体的・対話的で深い学び」の実現に
向けた授業改善の視点については、広められた。
○「個別最適な学び」と「協働的な学び」の手立てが、偏るこ
となく日常的に取り入れられるよう周知を図っていく。

○来年度は、研究指定２年目ということで、研究指定校には
授業公開と研究協議会の参集開催を義務付けている（１０～
１２月開催予定）。各教育事務所の担当指導主事と連携し、
全県の参考となる取組、検証結果が普及できるよう研究指定
校を支援していく。

1-2 学力向上交流会 160

【目的】
　優れた授業実践や研究指定校における研究成果などを周知す
るとともに、授業技術や学力向上に関する協議を通して、教員
の授業力の向上を図る。
【内容】
　各教育事務所（オンライン会議システム等の活用）主催で交
流会を開催し、目的に照らして全体会、分科会等を行う

４月　　　第１回オンライン担当者会議
７～８月　開催案内発出
　　　　　県施策解説動画の作成
８月下旬　参加者登録
11月　　　学力向上交流会
12月　　　アンケート結果分析
１月　　　第２回オンライン担当者会議

○オンライン会議システム（Zoomミーティング）を活用するこ
とで、移動時間とコストの削減につながった。また所属校から
柔軟な参加ができ、当日行ったグループ協議では、自校の取組
について活発な意見交換ができた。
○ちばっ子学び変革推進事業に係る検証協力校の実践発表を設
けることで、学力向上に向けた好事例を共有することができ
た。
○参加者の交流会に関する満足度
肯定的回答９７．９％

○各教育事務所の現状と課題を踏まえて、グループ協議の
テーマをより精選する。
○交流会での学びを自校でどのように生かし、広めていくか
検討を進める。

2 授業づくり
コーディネーター

900

【目的】
　卓越した技能と専門性を生かし、「主体的・対話的で深い学
び」の実現に向けた授業改善を進めている教員を「授業づくり
コーディネーター」として認定し、授業公開等を行うことで、
地域の教員の授業改善を図る。
【内容】
（１）授業公開
（２）授業に関する資料等の提供
（３）授業に対する指導・助言
（４）研修会の講師等
（５）実践事例の公開

４月　認定通知送付
　　　全体研修会
　　　授業実践事例作成依頼
５月　活動報告提出依頼
　　　ＨＰ更新
９月　R８年度コーディネーター推薦依頼
２月　R８年度コーディネーター選考委員会
　　　R７年度授業実践事例の公開
３月　R８年度コーディネーター内定通知
　　　活動状況集計

〇活動実績は毎年２０００回（令和７年度は現在集計中）を超
えており、教員の資質・能力の向上に資する取組であるといえ
る。しかし、その多くが自校内での活動となっており、授業づ
くりコーディネーターが他校で活動する機会は少ないという課
題があった。教員不足が深刻化する中、授業づくりコーディ
ネーターが自校を離れて他校に出張することが難しい状況にあ
る。

○教員が不足している現状では要請を受ける学校側の負担は
大きく、活用が難しい。一方、各教育事務所において要請訪
問の手続きを簡略化する等の工夫がされたことで、指導主事
を活用した研修の機会が増えている。
　以上のことを踏まえ、授業づくりコーディネーターの担っ
てきた役割を、教育事務所の要請訪問により引き継ぐことを
検討していく。

3
「思考し、表現する力」
を高める実践モデル
プログラム

0

【目的】
　「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善のために、
「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」の活用を推進
するとともに、それを活用した授業実践資料等について広く周知すること
で、教員の授業力向上を図る。
【内容】
（１）研修会や学力向上交流会等で実践モデルプログラムを活用した研修
や協議を行う。
（２）各学校における活用事例を周知し、活用を促進する。

・これまでの実践モデルプログラムの特徴を生かしつつ、「個
別最適な学び」「協働的な学び」を踏まえた子どもの学びの視
点も説明に加えていく。
・各種研修会で実践モデルプログラムの視点について、内容に
取り入れるかどうか検討する。

随時　県教育委員会ホームページを更新
　　　して、活用事例を周知する。
２月　好事例を最終的に取りまとめる。

１　学力向上施策アンケート（学校代表者回答）において以下の結
果がみられた。
　ア　児童・生徒に対して、「個別最適な学び」と「協働的な学
び」の一体的な充実を意識して指導に取り組んでいますか。
　　　小学校 96% 　中学校 97%　 高等学校 93%

　イ　「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、「『思考し、
表現する力』を高める実践モデルプログラム」を活用した授業改善
に取り組んでいますか。
　　　小学校 93%（前年95%）　中学校 87%（前年92%）　高等学校
66%（前年75%)

　ウ　授業で「自分の言葉で学習のまとめを書く」場面を意図的に
設定するように取り組んでいますか。
　　　小学校 96%（前年99％）　中学校 96%（前年98%）　高等学
校 90%（前年95%）

２　指導主事による学校訪問、学力向上施策に関する動画、学力向
上交流会などさまざまな場面で周知を図った。

○全教員がオンデマンドで視聴することができる学力向上施
策に関する説明動画において、実践モデルプログラムの紹介
をする際、「個別最適な学び」「協働的な学び」を踏まえた
子どもの学びの視点について加えた。一方で、実践モデルプ
ログラムのリーフレットの改訂まで行うことはできなかった
ため、次年度の改訂をめざしたい。
○活用について、アンケートの数値が減少しているが、実践
モデルプログラムの指導の型にとらわれすぎず、「個別最適
な学び」「協働的な学び」を踏まえた子どもの学びの視点を
意識していることが一因ではないかというよい傾向として捉
えることもできる。今後もこのモデルプログラムのより良い
活用について検討していきたい。

1
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4
全国学力・学習状況調査
に係る分析シートの
活用促進

①全国学力・学習状況調査（学校質問調査）
・授業研究や事例研究等、実践的な研修を行った。
　肯定的回答：小学校（97.8%　昨年度から＋0.2）
　　　　　　　中学校（91.6%　昨年度から－3.3）
・「全国学力・学習状況調査」の自校の分析結果について、調査対
象学年・教科だけではなく、学校全体で教育活動を改善するために
活用した。
　肯定的回答：小学校（95.5%　昨年度から±0.0）
　　　　　　　中学校（94.0%　昨年度から＋1.3）

5 学力向上通信COMPASS
②令和７年度学力向上施策に関するアンケート
・令和７年度「学力向上通信」を校内で活用しているか。
　肯定的回答：小学校（78.0% 昨年度から－10）
　　　　　　　中学校（56.5% 昨年度から－21.5）

6 達人の授業解説動画 0

【目的】
　児童生徒に学力を付ける教科指導のポイントを明示し、校内研修及び若
手教員や講師の自己研修に活用できるような授業解説動画を作成し、教員
の授業改善を図る。
【内容】
　授業力の高い教員の授業映像に、教科指導の解説をつけた動画を制作
し、令和５年度～６年度にかけて３期に分けて配信する。令和７年度も、
継続配信する。

・配信されている達人動画の活用促進を促す。
（１）教育事務所の学校訪問等で周知し、活用を促す。（初任
研や若手研等）
（２）周知文書発出
（３）千の葉の教師塾で活用する。

○「千の葉の教師塾」で紹介し、視聴を促した。
○教育事務所の学校訪問等で周知し、若手教員の校
内研修等で活用を促した。
〇指導主事研修会で活用し、指導主事の指導力向上
を図った。

7 英語パフォーマンス
テスト実践事例集

0

【目的】
　各学校において、児童生徒の４技能「聞く」「話す」「読む」「各」力
が適切に評価されるようパフォーマンステストの事例を県で作成し共有す
る。
【内容】
  学習指導要領に沿った授業改善として、「話す・書く」の領域の指導と
評価が一体となるよう小中高等学校で参考となるテストを作成。

・県ホームページの掲載場所等を周知する。
○各指導主事研修会や各学校訪問等の際に周知し、
活用を促した。

○引き続き、各指導主事研修会や学校訪問の際に周知し、活
用を促していく。

8 教科等横断的な
学習指導事例

0

【目的】
　問題発見や課題解決の能力等の育成に向けて、本県作成の教科等横断的
な学習の実践事例を各校で活用することを通して、学校のカリキュラム・
マネジメントの充実を図る。
【内容】
　指導室訪問等の計画訪問や要請訪問を実施する際に、学校に実践事例の
具体的な実践事例を紹介し、活用を促しながら周知を図る。

・県ホームページの掲載場所等を周知する。 ○指導室訪問等で活用を促した。
○引き続き、指導室訪問等で県ホームページの掲載場所等を
周知し、活用を促していく。

509

【目的】
 全国学力・学習状況調査のデータ及び分析シートの活用を促進し、結果分
析等の結果から各市町村及び小・中学校の検証改善サイクルの確立を支援
する。
　また、全国学力・学習状況調査の分析結果や学力向上策をまとめ、各市
町村教育委員会及び小・中学校の学力向上への取組の支援に努める。
【内容】
 （１）学力学習状況調査分析・活用事業ワーキンググループを発足し、全
国学力・学習状況調査の結果分析や県の課題に対する授業改善プラン等を
作成し、定期刊行物を発行して県内の学校に周知する。
 （２）市町村教育委員会担当者を対象に「全国学力・学習状況」活用研修
会を行い、市町村及び小・中学校での結果分析を支援し、学校内での情報
共有や授業改善等取組の充実を図る。（総合教育センター学力調査部）
 （３）分析結果をリーフレットや全国学力・学習状況調査活用の手引きに
まとめ、市町村教育委員会及び県内公立小中学校等に配付するとともに、
学力向上交流会や訪問指導を通して学力向上への取組を推進する。

・学力学習状況調査分析・活用ワーキンググループ
の日程
４月１７日（木）
　全国学力・学習状況調査の実施
４月２１日（月）
　事業の趣旨説明
５月～９月
　問題・結果分析、授業改善案の作成など
※１１月 学力向上交流会等で周知、
　アンケート調査の実施等
１月２２日（木）
　次年度に向けた取組の検討等

  

○令和８年度「全国学力・学習状況調査」は、令和８年４月
２３日（木）に実施される予定である。問題・結果分析に基
づいた授業改善例を、リーフレット及び県教育委員会ホーム
ページで周知し、各学校の授業改善に向けた取組を推進す
る。
○本事業が小中学校における学力向上に向けた取組の中核と
なるよう、リーフレットや定期刊行物を発行する際に、学力
向上の施策の関連性を考慮した紙面構成とするよう工夫しつ
つ、個別最適な学びや協働的な学び等についてもより充実し
た内容にしていく。
○「学力向上通信」の更なる活用を目指して、県ＨＰの掲載
や訪問等を通して周知を図っていく。
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令和７年度　ＣＨＩＢＡの学力向上施策報告書
②Human resources 魅力ある専門分野の人材活用事業

事業名
昨年度
予算

（千円）
目的・内容 今年度の取組・進捗 今年度のまとめ 次年度に向けて（改善ほか）

1 専科非常勤講師等の
配置（小）

474000

【目的】
　児童の学力及び学習意欲等の向上を目指し、専門的な教科指導の充実や
質の高い授業づくりを行うため、県独自に専科教員等を小学校へ配置す
る。
【内容】
　算数・理科について、学習指導の充実を図るため、専科教員を学力の向
上に意欲的な学校に配置する。対象となる学年は３・４年生。
 体育・図工について、専門的な指導力を備えた外部指導者を専科指導員
として教育事務所で決定した学校へ配置する。教科指導は担任が行い、実
技模範などを専門的な技術を身に付けた非常勤講師が行うことで、児童の
意欲・技能の向上を目指す。対象は１～４年生。

・小学校専科非常勤講師等を配置する。
・学校訪問を継続し、実際の児童の様子、学校や講師からの聞
き取りの内容も含めて本事業の効果について考察する。

○算数や理科に関しては、個別最適な学びと協
働的な学びの充実を目指した授業改善も見られ
るが、児童が考える時間が短く、説明ばかりに
なってしまう教師主導型の授業も多く見られ
た。指導者によって差が感じられる。
○体育科・図画工作科に関しては、講師による
専門性の高い技術を体験することができてお
り、児童生徒の意欲の高まりが期待できる。

○魅力ある専門分野の人材を探すのが大変なのが実情であ
る。人材バンクを作り、人材発掘に日頃から取り組んでい
く必要がある。
○全校配置を目標に毎年度２０校ずつ増置していく予定で
ある。また、令和８年度から「算数」を毎年度５校ずつ減
らし、効果が高い「理科」「体育」「図画工作」へ振り替
えていく。
○本事業の目的や方法、講師の役割や位置付け等について
十分に理解した上で運用できるよう、各教育事務所・各市
町村教育委員会・配置校等への周知に努めていく。

2-1 特別非常勤講師等の
活用

16932

【目的】
　優れた知識や技術を有する人材を講師として、学校教育に活用すること
により、学校教育の多様化への対応とその活性化を目的とする。
【内容】
　特別非常勤講師は、全教科、外国語活動、道徳、総合的な学習の時間の
領域の一部及び小学校におけるクラブ活動の指導を行う。

・「講師派遣申請書」提出期限
　　第１次　令和７年  ５月１６日（金）
　　第２次　令和７年  ８月　８日（金）
　　第３次　令和７年１０月１７日（金）

・検証のため、１１月末までに特別非常勤講師の配置を行った
学校に、アンケート調査を行う。調査は、県教育庁学習指導課
から各教育事務所を通じて、各市町村教育委員会へ依頼する。
全体の集計は学習指導課が行い、その結果を次年度に反映させ
る。

○配置により学ぶ意欲の向上につながっている
か。
①児童生徒が自らの課題を明らかにして学習活
動に取り組めたか。【肯定的　98％】
②児童生徒が多様な価値観にふれたり、普段体
験できない活動が行えたりしているか。
　　　　　　　　　　【肯定的　99％】
③魅力的な学習活動であり、児童生徒が最後ま
でやろうとする意欲が持てたか。
　　　　　　　　　　【肯定的　97％】
④人的配置により学ぶ意欲の向上につながって
いるか。　　　　　【肯定的　99％】
○満足度がとても高い。配置している教科は技
能教科が多く、教職員の指導力向上にもつな
がっている。

○各教育事務所が申請している希望配当時間数の７割程度
を配置している。各学校にアンケートをとったところ、同
様の規模で行いたいという回答が一番多かった。
○令和７年度は、外国語及びプログラミングを含むＩＣＴ
関連の総授業時数は昨年度と同程度だった。今後も教育事
務所や市町村教育委員会と協力し、各学校に引き続き周知

 を続けていく。

2-2 塾講師を活用した
学習支援モデル事業

20000

【目的】
本事業は、塾講師などの民間人材を放課後や長期休業中の補習及び授業補
助に活用するモデル事業として、各市町村が同様の事業を展開する際の参
考とできるようにする。
【内容】
　県内小中学校において、塾講師などの民間人材を放課後や長期休業中の
補習及び授業補助に活用し、児童生徒の学力向上を図る。

・塾講師などの民間人材を放課後や長期休業中の補習及び授業
補助に活用するため、県内小中学校１０校に派遣する。
※令和６年度実施校１０校中９校を継続とし、補習のみ実施す
る学校を、Ａ・Ｂ地域ともにそれぞれ　小・中１校ずつ設定し
効果検証を行う。
・各市町村が同様の事業を展開する際の参考とできるように、
各市町村教育委員会向けに授業支援及び補習の公開と説明会を
実施する。（６月・７月）

○塾講師を活用した補習により、授業ではつま
ずいていた子供たちの理解が深まっている。
○児童生徒の実態を把握した上で、その日のう
ちに補習を実施する、授業補助との連動の効果
は高い。
○令和６・７年度に説明会等を実施し、各市町
村向けに情報提供を行った。
参加した市町　R６：１５市町　　R７：１４市
町

○学力向上通信COMPASSで検証結果を取りまとめ、教師と塾
講師の連携による効果的な指導方法や授業で生かせるポイ
ント等を県内の小中学校に周知し、県全体の教員の指導力
向上につなげていく。
〇本事業で得た「効果的な授業補助者の活用方法」や「授
業補助者との連携による効果的な指導方法」などのノウハ
ウを県学習サポーター派遣事業で活かすことで、児童生徒
の学力向上を図っていく。

3 学習サポーターの
派遣（小・中）

44124

国1/3
県2/3

【目的】
　退職教員や教員を志望する大学生など多様な地域人材を学習サポーター
として派遣し、児童生徒の学力向上を図る。
【内容】
　千葉市立を除く市町村立の小・中学校及び義務教育学校において、放課
後等の補習学習における児童生徒への学習支援、授業中における児童生徒
への学習支援、家庭学習の充実・習慣化づくりに係る業務を行う。１人当
たりの勤務：年間１２８時間・３２日（令和７年度）

・５月　千葉県学習サポーター派遣事業連絡協議会開催（オン
ライン会議）  ※令和７年５月８日（木）、教育事務所及び市
町村教育委員会、派遣校の各担当者を対象に実施
・６月　千葉県学習サポーター派遣開始　※雇用開始日～令和
８年２月２７日（金)までのうち、年間１２８時間・３２日以
内
・10～11月　学習サポーター派遣校への訪問（各教育事務所管
内、小中各１校）
・３月　派遣校が実施報告書を提出→とりまとめ

○配置校訪問の授業参観等でサポーターによる
学習支援の効果を確認できた。※配置校から抽
出した１０校に訪問し、授業参観と学習サポー
ター、管理職等の面談を実施。
○実施報告書にて「学習意欲の向上」「学力の
課題の改善」の観点で実施校アンケートを３月
上旬に実施予定。

○来年度から、「学習サポーター研究協力校」を設け（県
内２０校）、授業補助に加え、放課後等の補習における支
援を行う。
○「塾講師を活用した学習支援モデル事業」で得た成果を
本事業で活かしていく。
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4 ＳＴＥＡＭ教育講師
の派遣（高）

1600

【目的】
　ＳＴＥＡＭ教育特別授業実施校を指定し、指定校の生徒が、文系・理系と
いった枠にとらわれず、各教科等の学びを基盤としつつ、様々な情報を活用
しながらそれらを統合し、課題の発見・解決や社会的な価値の創造に結び付
けていく資質・能力の育成を目指す。また、実施校における成果を県内で広
く共有することで、県全体で教科等横断的な学びや探究的な学習の推進を図
る。
【内容】
　（１）特別授業の計画を策定し、講師の選定と依頼を行う。
　（２）特別授業等の開催に係る事務と当日の運営を行う。
　（３）生徒用アンケート（Microsoft Forms等）を作成し、特別授業実施後
に実施する。
　（４）学校のウェブページへの掲載や各種発表会において報告を行うな
ど、全県への普及・発信を行う。

　４月　　　　実施計画を立案
　５月　　　　実施計画書提出
　５月～３月　特別授業等の開催、生徒用
　　　　　　　アンケート実施
　　　　　　　事業終了後速やかに実施報
　　　　　　　告書を提出

○１月現在、実施報告書はほとんど提出されて
いないため、のアンケート結果からの分析は難
しい。ただし、匝瑳高校では、「STEAM教育特
別授業」で国際ドローン協会の方に講師を依頼
したことがきっかけで連携が広がり、匝瑳市、
匝瑳市民病院、国際ドローン協会、匝瑳高校な
どによるドローンを活用した市内の医薬品輸送
に関する実証実験を進めるための協定書を締結
した。このような、地域の人材・資源を活用し
た探究学習の推進が期待される。

○「STEAM教育特別授業」はあくまでも動機付けの機会であ
る。各学校で、社会に開かれた教育課程」の理念のもと、
生徒の学習への興味・関心が高められるように、産業界等
とも連携し、各教科等での学習を実社会での問題発見・解
決に生かしていくような取組を期待したい。好事例をいか
に他校に広げていくか、課題である。
〇今年度は８校を指定し、ＳＴＥＡＭ教育特別授業を実施
したが、来年度は公募で４校程度新規に募集し、１２校を
指定する予定である。

5 ＳＳＨコーディネーターの配
置（高）

7308
国1/1

【目的】
　スーパーサイエンスハイスクール指定校における探究活動の深化
【内容】
　外部連携や探究活動を支援するためのコーディネーターを配置する。

・令和8年度コーディネーター事業採択を目指す。配置校以外に
もその効果が広がるよう、活用を推進する。

○各ＳＳＨ校の状況を調査し、効果的なコー
ディネーターの活用方法を検討した。

〇令和８年度コーディネーター事業の採択を目指したが、
不採択となった。指摘事項を精査し、次年度採択に向けた
人選等を進めていく。

6 外国人児童生徒等
教育相談員の配置

29845
国1/3

【目的】
　日本語指導が必要な全ての外国人児童生徒等に日本語指導を実施するこ
と、日本語指導のほか授業支援やキャリア支援を行うこと。
【内容】
　日本語指導を必要とする県立学校の外国人児童生徒等に対して、母国語を
話すことができる相談員を学校に派遣し、日本語指導、適応指導、授業支
援、キャリア支援を行う。

・令和７年６月４日現在で、４８校にのべ９６名の相談員を派遣
している。

○令和８年１月１４日現在で、５２校にのべ１
０８名の相談員を派遣した。申請のあった全て
の県立学校に相談員を派遣することができた。

○年度末に行う相談員配置への照会時に、対象生徒がいる
にも関わらず、配置申請がない学校には、外国人児童等教
育相談員として登録している人材の活用について案内す
る。
○入学時から雇用時まで支援できないということを防ぎ、
学習の遅れや保護者対応など、学校に問題が生じることを
防ぐ。
○多様性が尊重され誰もが活躍できる社会の実現のため、
次年度も支援対象者が在籍する分の相談員予算は措置す
る。年度当初に全員雇用でき、新入生の支援対象者分の予
算が不足する場合は、流用対応を検討したい。

7
外国語指導助手
（ＡＬＴ）等の配置
（高）

290310

【目的】
　子供たちが世界への視野を広げ、外国語を使ってのコミュニケーションを
楽しみ、自己の考えなどを主体的に発信する力を付けるため、外国語指導助
手（ＡＬＴ）等を活用し、授業の質を高める。
【内容】
　生きた英語による実際のコミュニケーションの体験や異文化理解の深化を
図るため、県立学校にＡＬＴを配置する。令和７年度は、直接雇用ＡＬＴ１
９名、民間派遣ＡＬＴ４１名、計６０名を１５９校（１６４課程）に配置す
る。

・５月２３日（金）姉妹州プログラムＡＬＴ春季研修会を実施
・７月３１日（木）姉妹州プログラム新規招致ＡＬＴ来日
・１０月１７日（金）姉妹州プログラムＡＬＴ秋季研修会を実施
・英語教育拠点校としての授業公開及び授業実践研究協議会

〇姉妹州プログラムALTについては、生徒が多
様な価値観や考え方に触れたり、英語を使って
自分の考えや意見を表現したりする機会の充実
を、授業の内外で図る取組が見られた。民間派
遣ALTについても概ね高い評価を得ており、派
遣業者による学校訪問も積極的に行われ、報告
書の記載内容と併せてＡＬＴ活用の効果を見取
るとともに、更なる改善を図ることができた。

〇特にグローバルに活躍できる人材の育成を目指し、事業
の拡充が予定されている。英語を学ぶモチベーションや、
より高度な言語活動の実現のため、ALTの役割について研究
し、成果を普及したい。
〇英語教育拠点校間では様々な取組の共有が行われてい
る。民間派遣業者とも協力しながら、全てのALTや英語担当
教員の指導力向上につながるような取組を実施したい。

8 探究学習等における
地域人材の活用

2032

【目的】
　生徒が専門学科等の特性を生かして、地域の課題解決について探究するこ
とにより、自己の役割を理解しながら主体的に課題解決を図る力を養うとと
もに、自己の職業について考えることができるようにするため、インターン
シップ等を位置付けた課題探究型のゼミを実施する。
【内容】
　拠点校：3校（学校の希望に応じて連携校を指定）
　拠点校ごとにテーマを決定し、探究活動を実施
　課題に関連する企業や官公庁におけるインターンシップ等を実施

令和７年２月：実施希望校募集開始
令和７年４月：拠点校・連携校の指定
【令和７年度実施校】
・千葉工業高校（連携校：泉、生浜）
「児童・生徒に対するロボットのプログラミング体験および操作
体験」
・匝瑳
「地域課題を解決するソーシャルビジネスの発案と実践」
・茂原樟陽
「茂原樟陽のポテンシャルを生かしたキャリア教育」

〇千葉工業高校（連携校：泉、生浜）
　千葉市内の小学校４校でロボットのプログラ
ミング体験および操作体験を実施。
〇匝瑳
　匝瑳市役所、NPO法人「ハジマリ」と連携し
て、ソーシャルビジネスの検討・発表を実施。
〇茂原樟陽
　農業科の生徒が栽培した農作物を使った商品
開発を実施。

〇高校の魅力発信の取組を支援する「学校提案型魅力発信
事業」と応募する学校の重複が見られ、また取組に近い内
容も見られることから、事業を統合し、「課題探究型キャ
リア教育推進事業」として、全県立高校を対象に実施す
る。
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令和７年度　ＣＨＩＢＡの学力向上施策報告書
③Ict グローバル化への対応、個に応じた学びの推進事業

事業名
昨年度
予算

（千円）
目的・内容 今年度の取組・進捗 今年度のまとめ 次年度に向けて（改善ほか）

1 ＧＩＧＡスクール通信
Edulution

0

【目的】
　ＩＣＴを活用した授業や校務に関する好事例を掲載し周知することで、活用の向上を図
る。
【内容】
　各市町村で取り組んでいるＩＣＴに関連する取り組みを取材し紹介する。また国や県の動
向を把握し、最新の情報を提供する。

・各月ＧＩＧＡスクール通信を１枚以上発行する。
・ＩＣＴの好事例を紹介できるよう学校や市町村に取材し実践につな
げられるよう分かりやすく紹介する。
・国や県から通達する情報のうちＩＣＴに関連する動向や情報を役立
つように紹介する。

○毎月の発行が追い付かず、不定期になってし
まった部分があった。
○ＩＣＴに関する事例や動向を紹介する機会と
しては、とても貴重な機会となった。

○今年度は１２か月分の掲載内容を年度当初に企画して
おいたものの、他の業務との兼ね合いから月１回の発行
は間に合っていなかった。
○県からの一方的な紹介だけでなく、市町村からも紹介
してもらうことで、情報共有を図る機会にしていく必要
がある。

2
ＩＣＴを活用した
「思考し、表現する力」
を高める実践モデル
プログラム（小・中）

0

【目的】
　ＩＣＴを活用した学習指導の充実を図るため、教員同士が指導案や事例を共有し授業改善
につなげることができるようにする。
【内容】
　県教育委員会のホームページや前項のＧＩＧＡスクール通信を活用し、発信していくこと
で教員のＩＣＴ活用指導力の向上を図る。

・随時ポータルサイトにＩＣＴ活用ヒント集の掲載（実践事例の掲
載）
・各教育事務所に「実践モデルプログラム」の作成を依頼

○小中学校：全国学力・学習状況調査　Ｒ７学
校質問紙から
・発表、表現　　小学校３４．８％　中学校３
８％
・児童生徒同士　小学校３０．５％　中学校２
７．２％
○１人１台端末の更新も半ばに差し掛かってい
るが、活用が依然として進んでいない現状が実
態として見える。

○徐々に活用も向上しているが、まだまだ進んでいると
は言えない状況であるので、周知・普及の活動が必要で
ある。
○県のＨＰへの掲載も必要だが、同時に情報のアップ
デートも必要になってきているので、情報の取捨選択も
行う必要がある。

3 各市町村イチオシ！の
活用方法（小・中）

0

【目的】
　各市町村のＩＣＴ活用で好事例を挙げてもらい、必要な情報共有を図れるようにする。
【内容】
　各市町村からイチオシ！といえる活用事例を挙げてもらい県教育委員会のホームページや
ＧＩＧＡスクール通信などで紹介する。

・各教育事務所から各市町村教育委員会に依頼しイチオシ！となるＩ
ＣＴ活用の好事例を挙げてもらう。
・全て集約しＩＣＴ活用のイチオシ！事例集を県教育委員会ホーム
ページに掲載する。
・特に全体に周知するような事例についてはＧＩＧＡスクール通信に
取り上げ広く周知する。

○Ｒ７も更新が出来なかった。
○ただ、ＧＩＧＡスクール通信については、紹
介も行っているので引き続き、実施していきた
い。

○Ｒ７年度は更新業務がピークを迎えており、各市町村
もそこに注力をしている部分があるので、今後は更新業
務がひと段落した市町村から、順に依頼していくと良
い。

4 ＡＩ英会話学習支援
システム（中・高）

11200

【目的】
・ＡＩを用いた英会話学習支援システム（以降、ＡＩシステムと呼ぶ）を効果的に活用する
ことで、生徒の意欲・関心や英語力を高めるとともに、英語の授業における言語活動の充実
を図る。
・ＩＣＴの活用と授業との効果的な連携について発信することで、県全体として　生徒の発
信力を高める。
【内容】
〇実証研究校
・中学校５校：船橋市立七林中、木更津市立岩根西中、鎌足中、富来田中、清川中
・県立高校２校：検見川、君津
〇活用方法
・家庭学習及び授業における英会話練習として活用
・「話すこと」の力を測定するパフォーマンステストとして活用
〇期待される効果
・使用者の英語力に合わせた会話練習や、「英語を話す力」の総合的な測定が可能であるこ
とから、生徒に自信を持たせ、意欲を高めるとともに、学習の見通しを持ったり、学習を振
り返ったりするために活用させることができる。
・ＡＩシステムの活用状況やテストの結果を、学校で授業を担当する教師やＡＬＴにも
フィードバックすることで、さらなる授業改善を図ることができる。

・各実証研究校において、概ね計画のとおり事業を実施
・１月現在、生徒の英語力や情意面の変化を分析中

○学校の実態により実施状況やスケジュールに
差が出てしまったが、概ね予定されていた内容
は実施できた。
○詳細については分析中

○次年度以降も実施予定であるが、文部科学省の求める
事業の仕様に合わせつつ、中・高における英語教育の実
態を鑑み、計画したい。

5 ＤＸ加速化推進事業
（高）

295775

【目的】
・高等学校におけるデジタル等成長分野を支える人材育成の充実を図るため、国の補助金を
活用して、ＩＣＴ機器整備等を行う。
【内容】
・情報、数学等の教育を重視するカリキュラムを実施するとともに、専門的な外部人材の活
用や大学等との連携などを通じてICTを活用した探究的・文理横断的・実践的な学びを強化す
る学校などに対して、そのために必要な環境整備の経費を支援する。

・各採択校において、概ね計画のとおり事業を実施
・都道府県における域内横断の取り組みについては、教員向け研修、
生徒向け講座、成果発表会を実施

○管財課への物品調達依頼は全て期限内に終了
した。
○各採択校の委託事業についても、支援の結
果、概ね順調に推移している。
○域内横断的な取り組みについてもスケジュー
ル通りに進めている。

○「モノ」から「コト」へ向けた取り組みを行う。
○全国情報教育コンテストへの参加をより一層促してい
く。
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6

ＩＣＴが効果的に
活用されていた
学習事例
学習ポータルサイト
（高）

0

【目的】
・各教科等の学習の中でＩＣＴ機器を連動し、一斉に意見を発信したり、リアルタイムに多
様な意見を比較・議論したりしながら問題解決する活動を通して、「主体的・対話的で深い
学び」の実現及び学ぶ意欲の向上を図る。
・ＩＣＴを活用した学習指導の充実を図るため、教員同士が指導案や事例を共有し授業改善
につなげることができるようにする。
・児童生徒の情報活用能力の育成のために、児童生徒の発達段階を考慮して整理した情報活
用能力育成のための体系表に基づく、ＩＣＴを活用した授業を実施するとともに、「思考
し、表現する力」を高める実践モデルプログラムに基づく、情報活用能力の育成のための授
業実践を行い、教員のＩＣＴ活用指導力の向上を図る。
【内容】
・県内の各学校においてＩＣＴ機器を活用した授業の実践事例等をもとに、
ＩＣＴを活用した授業実践を行う。
・県立学校においては、教員同士が指導案を共有し授業改善につなげることができるポータ
ルサイトの活用を進め、教員のＩＣＴ活用指導力の向上を図る。

随時
・ポータルサイトにＩＣＴ活用ヒント集の掲載（実践事例の掲載）
・掲載事例の中からＩＣＴを活用した効果的事例を周知
・実践事例をもとに研究指定校に対してＩＣＴを活用した授業実践を
依頼する。

○全県立高等学校へポータルサイトの掲載を依
頼した。
○学校ＤＸ推進パートナーと連携して、より効
果的に事例を蓄積した。

○さらなる活用率の向上のため、各種会議や研修会等で
周知していく。

7 ワークショップ
ハッカソン

0

【目的】
　プログラミングを用いた課題解決力の育成や情報活用能力の向上を図るため、県内の高校
生を対象に、イベント内でアプリ開発などを実施するワークショップ「ハッカソン」を開催
するほか、技能を競うためのコンテストを開催する。
【内容】
・Power Platformを利用したアプリケーションの開発手法を習得。
・グループによるアプリ開発のアイデアの創出やグループワークによるアプリの開発。
・完成したアプリケーションの発表会。

・県立高校生を対象に、「Power Platformを活用した高校生向けハッ
カソン」を開催。
・9月14日、15日に、県立現代産業科学館で、33人11チームが参加
し、アプリを開発。
・9月27日には、日本マイクロソフト（株）品川本社にて発表会を開
催。
・発表会後、10月31日まで、オンライン技術サポートを行い、全国情
報教育コンテストへの応募を後押する。

○３日間開催だったが、開発期間が短いとの意
見があった。
○他校との交流を交えつつ実施され、協力して
のアプリ開発に繋がった。

○開催時期、開催期間について調整する。
○高校生が参加しやすい開催場所について、考察する。
○今年度実施された成果物等を分析し、来年度へ繋げて
いく。

8
学びの未来デザイン
シート活用
（小・中）

1000

【目的】
　これまでのデザインシート問題等を各学校が主体的に活用し、自校の課題解決等に生かす
とともに、教員の授業改善のため活用できるようにする。
（参考）デザインシートは、ちばっ子「学力向上」総合プラン〔令和２～６年度）のダブ
ル・アクションの取組をチェックする機能を有するものとして開発したもので、令和５年度
は全ての公立小・中学校を対象にＣＢＴにより実施し、その結果を児童生徒及び学校に
フィードバックした。
【内容】
・これまでのデザインシート問題等を文部科学省ＣＢＴシステム（以下、「メクビット」と
いう。）に搭載する。
・各学校にデザインシートのねらいや結果分析の方法等を示し、活用方法を周知する。

・民間業者に委託し、令和４～５年度のデザインシート問題等をメク
ビットに搭載する。
・令和４～５年度に実施したデザインシートの千葉県結果を県ホーム
ページで公表する。
・デザインシートのねらいや結果分析、研修会を通して教員の指導力
向上を図る手立てを周知し活用促進を図る。

○これまでのデザインシート問題等を文部科学
省ＣＢＴシステムに搭載予定（年度内）。

○デザインシートのねらいや活用の仕方について、各研
修会等での周知を通して教員の指導力向上を図る。
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令和７年度　ＣＨＩＢＡの学力向上施策報告書
⑤Assist 子供たちの主体的な学び促進事業

事業名
昨年度
予算

（千円）
目的・内容 今年度の取組・進捗 今年度のまとめ 次年度に向けて（改善ほか）

1 ちばっ子チャレンジ
１００（小）

【目的】
　全国学力・学習状況調査（国語・算数・理科）をもとに、本県児童の正答率の低い問題の類似問題及び
基礎・基本と思考力・表現力・判断力等を高める問題を作成するとともに、その問題についてＷｅｂ配信
やメクビットを活用し、取り組めるようにすることにより、児童の基礎・基本となる内容の確実な習得、
及び思考力･判断力・表現力等の向上を図り、中学校の学習への円滑な接続に資する。
【内容】
①各学校を通じて児童及び保護者へ周知するとともに、「ちばっ子チャレンジ１００」を積極的に活用し
ている学校の取組事例を、県教育委員会ホームページに掲載することでさらなる活用促進を図る。
②全国学調で正答率の低い問題の類似問題を「学力向上通信（COMPASS）」に掲載するなど、他の事業と
の関連を図ることでさらなる活用促進を図る。
③１人１台端末等の活用による文部科学省ＣＢＴシステム（メクビット）の活用促進を図る。

・Ｒ４、５に作成した問題に【思・判・表】を明記する作業を
行う。その後、県ＨＰに掲載する。
・学校や県民からの問題や回答の修正に対応する。

４月～　Ｒ５に改訂した問題（国語・理科）が
　　　　メクビットに搭載されていることを確認
５～12月　学力向上交流会や学校訪問等で周知、
　　　　　さらなる活用の促進
　　　　　※活用状況については、県ＨＰのアクセス数
　　　　　　等により把握
12月　利活用状況を確認
　　　（学力向上に関するアンケート調査）

○「算数」「理科」の既存問題に【思・判・表】を明
記し、県ＨＰに掲載したことで活用しやすくした。
○県民や県内の学校だけでなく、他県からも活用した
いとの連絡があり、多くの方に活用されていた。
○学力向上に関するアンケート調査
・「ちばっ子チャレンジ１００」は、69％の学校で活
用されていた。

○学校へのアンケートを集約すると、６９％の小学校で「ち
ばっ子チャレンジ　１００」の活用が進められており、昨年度
と同程度であることが分かった。今後もより一層の活用促進に
向けた情報発信を行っていく。

2 ちばのやる気
学習ガイド（中）

【目的】
　全国学力・学習状況調査（国語・数学・理科）をもとに、本県生徒の正答率の低い問題の類似問題及び
基礎・基本と思考力・表現力・判断力等を高める問題を作成するとともに、その問題についてＷｅｂ配信
やメクビットを活用し、取り組めるようにすることにより、生徒の基礎・基本となる内容の確実な習得、
及び思考力･判断力・表現力等の向上を図る。
【内容】
①「ちばのやる気学習ガイド」の社会及び英語の問題改訂（既存問題の見直し、新規問題の作成・追加
等）を行う。
②各学校を通じて生徒及び保護者へ周知するとともに、「ちばのやる気学習ガイド」を積極的に活用して
いる学校の取組事例を、県教育委員会ホームページに掲載することでさらなる活用促進を図る。
③全国学調で正答率の低い問題の類似問題を「学力向上通信（COMPASS）」に掲載するなど、他の事業と
の関連を図ることでさらなる活用促進を図る。
④１人１台端末等の活用による文部科学省ＣＢＴシステム（メクビット）の活用促進を図る。

・学校や県民からの問題や回答の修正に対応する。

４月～　Ｒ５に改訂した問題（国語・理科）が
　　　　メクビットに搭載されていることを確認
５～12月　学力向上交流会や学校訪問等で
　　　　　周知、さらなる活用の促進
　　　　　※活用状況については、県ＨＰのアクセス数
　　　　　　等により把握
12月　利活用状況を確認
　　　（学力向上に関するアンケート調査）

○県民や県内の学校だけでなく、他県からも活用した
いとの連絡があり、多くの方に活用されていた。
○学力向上に関するアンケート調査
・「ちばのやる気学習ガイド」は、60％の学校で活用
されていた。

○学校へのアンケートを集約すると、５３％以上の中学校で
「ちばのやる気学習ガイド」の活用されており、昨年度より７
ポイント増加していることが分かった。今後もより一層の活用
促進に向けた情報発信を行っていく。

3 家庭学習のすすめ
（小・中）

0

【目的】
　家庭学習教材等の内容を充実させ、活用促進を図ることで、家庭学習への支援をしたり、小中学校の保
護者向けリーフレット等で情報発信したりすることにより、家庭学習の定着や家庭学習への理解を図る。
【内容】
①小中学校の国語、社会、算数・数学、理科、外国語活動・英語の家庭学習教材等の充実を図り、計画的
に配信提供するとともに、積極的な広報活動を通して、活用を促進する。
②家庭学習リーフレット（小学校低・中・高学年保護者用、中学校保護者用）の活用促進、保護者向け及
び教員向け情報の充実を図り、家庭学習への理解を深め、学習習慣の定着を図る。

・掲載内容の確認及び更新すべき内容の確認。
・県ホームページのアクセス数を確認し、活用動向を把握す
る。
・適宜、ＨＰの内容を見直すなど更新作業を進める。
・サイトの活用状況を確認（学力向上に関するアンケート調
査）

５～12月　学力向上交流会や学校訪問等で
　　　　　周知し、さらなる活用を促す。
１月　成果と課題をまとめる。

○学力向上に関するアンケート調査
 「サイトについて、掲載された資料を活用し、家庭
学習の取り組み方について、児童に対して指導した
り、保護者等に対して説明したりしていますか。」及
び「家庭学習として、個に応じた課題を出すなど工夫
していますか。」について肯定的に回答した割合が概
ね６割程度である。
※「設問」に対する肯定的回答の割合
　「資料の活用」　　小学校70%　中学校50%
　「個に応じた課題」小学校74%　中学校59%

○県ホームページの内容について、適宜時点修正を行ったりし
て、引き続き更新を図っていく。また、「ちばっ子チャレンジ
１００」や「ちばのやる気学習ガイド」の活用促進と併せて、
学校訪問等を通して、各学校が児童生徒等に対して家庭学習の
取組を具体的に指導することができるよう県ホームページの周
知及び活用促進を図っていく。

4 優良・優秀
学校図書館の認定

0

【目的】
　優良・優秀学校図書館の認定や優れた事例の情報提供などを通して、一層の学校
図書館の活用を図る。
【内容】
　自校の学校図書館の現状を把握することにより一層の活用に役立てるため、県独自の学校図書館自己評
価表を使用し、自校の学校図書館の現状について自己評価し、その結果、基準を超えた学校図書館を優良
又は優秀学校図書館に認定する。

・県が独自作成した学校図書館の取組について自己評価できる
「ベーシックシート」「トライアルシート」の結果を集約し、
「物的・人的環境」「活用」「意欲の喚起」「外部連携」の観
点ごとに県全体の状況を評価する。

○優良・優秀学校図書館に関する調査から「物的環
境」「人的環境」「活用」等に関する調査項目を基に
した優良図書館、優秀図書館の認定数が、全校種にお
いて前年度よりも増加している。加えて、令和７年度
学力向上施策に関するアンケート調査より、学校図書
館の整備環境に対して８０％以上の学校が意識してい
ることがわかった。本認定事業が学校に浸透している
状況が伺える。
○一方、小中学校の認定については、昨年に引き続き
地域差が依然解消されていない。加えて、地域によっ
ては優秀校の認定が伸び悩む現状がある。

○昨年度同様、司書教諭を含む教員の若年化が顕著であり、教
員の学校図書館への理解に向け、更なる研修内容の充実が必要
である。
○令和７年度学力向上施策に関するアンケート調査より、学校
図書館の授業改善に対する活用が校種によっては７０％程度で
ある。
○「第６次学校図書館図書整備等５か年計画」に基づいて地方
財政措置がされる財源の活用について引き続き周知していくと
共に、指導主事研修会等で学校図書館の活用状況を共有すると
ともに、教育事務所を中心とし学校訪問の際には、学校図書館
の設備状況の確認をする。

5 ビブリオバトル（高） 4

【目的】
　県内の高等学校等の生徒を対象に、読書への興味・関心を高め、読書活動の推進を図る。
【内容】
　各自が本を持ち寄って集まり、各自の本の面白さについて5分程度で紹介し合い、一番読みたくなった
本を参加者の投票で決定する書評会

8月・開催通知・要項の発出
9月・仮エントリ―のあった学校に
　　 本エントリーの書類送付
　　・表彰物購入
10月・大会実施

○千葉県子どもの読書活動推進計画（第五次）の具体
的な取組の一つとして役割を果たすことができた。

○スタート時間・終了時間を厳守し、昨年度の改善点がしっか
り反映された。
○昨年度同様、予選2票・決勝1票の投票方法で、スムーズに運
営できた。
○エントリー忘れが数校見られたため、次年度はリマインド
メールを送付する。

200
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7

科学の甲子園
ジュニア（中）
科学の甲子園
（高）

546

【目的】
　科学の甲子園、科学の甲子園ジュニア千葉県大会を開催し、県代表校を選出するとともに、生徒の科学
に対する興味・関心と知的探究心を高める取組を充実させる。県代表校には、全国大会に向けて強化ト
レーニングを実施し、探究心や創造性に優れた人材を育成する。
【内容】
　科学の甲子園、科学の甲子園ジュニア千葉県大会を開催し、県代表校を選出する。県代表校を対象に、
全国大会に向け、大学等と連携して強化トレーニングを実施する。

【科学の甲子園ジュニア】
開催要項配付　　　　　　　５月
エントリー〆切　　　　　　６月
問題検討・準備　　　　　　７月
県大会　　　　　　　　　　８月２３日
千葉大強化トレーニング　１１月
全国大会　　　　　１２月１２日～１４日
【科学の甲子園】
開催要項配付　　　　　　　６月
エントリー〆切　　　　　　９月
問題検討・準備　　　　　１０月
県大会　　　　　　　　　１１月
千葉大強化トレーニング　　２月
全国大会　　　　　　３月２０日～２３日

生徒アンケート結果
○「科学技術に関する学習意欲」肯定的意見（ジュニ
ア）
参加前　89.2％　　参加後　91.9％
○「理系の進路選択について」肯定的意見（ジュニ
ア）
参加前　77.9％　　参加後　83.3％
【科学の甲子園ジュニア】
○本年度も理数科進学フェアと同日開催できた。強化
トレーニングも効果的に行うことができ、全国大会優
勝につながった。
【科学の甲子園】
○本年度実施した第１５回科学の甲子園千葉県大会
は、２１校３３チーム２１４名が参加した。データの
ある第１０回大会以降、最多の参加人数であった。

○より多くの生徒に大会に興味を持ってもらえるように、大会
について広報する機会を増やす。
○円滑な大会運営のために、全国大会の運営方法を参考に改善
を行う。

8 家庭学習用
TIPS動画（小）

0

【目的】
　子供の自然科学などに関する興味・関心を喚起するための動画をホームページに掲載し、、自ら調べた
り観察したりする力を育成する。
【内容】
　千葉県の自然、環境や、授業の発展的内容など、生活の中から子供たちの知的好奇心を喚起させる内容
を掲載している。

・県ホームページに掲載している。
・今後、新たに作成する予定はない。

○各指導主事研修会、学校訪問等で周知し、活用を促
している。

○引き続き、各研修会や学校訪問等で周知し、活用を促してい
く。
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